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　質疑により、みなと赤十字病院アレルギーセン
ターで28年度から「個別ぜんそく予報」が導入さ
れることが明らかとなりました。
　現在、同センターを受診する患者の約 3割がぜん
そく患者です。ぜんそく患者から呼吸機能の測定結
果を病院にメール送信し、主治医が対処法を送信す
るという遠隔医療を行っています。また、市内に設
置している気象観測装置からの粉塵・花粉などの
データを活用し「ぜんそく予報」を発信しています。
　今後、これらの機能を組み合わせて、それぞれの

患者の発症傾向から要因
を分析し、一人ひとりの患
者へ個別に注意を呼びか
ける「個別ぜんそく予報」
を導入する方針です。この
ような個別に予報を出す
方法は、「世界的にも新し
い試み」とのことです。
　これまで、仁田まさとし市議はアレルギー疾患対
策の推進を図ってきました。特に10年前のみなと
赤十字病院へのアレルギーセンター設置に際し、ア
レルギー専門医の確保や研究機関との緊密な連携
による最新の臨床研究に基づく治療などを強く主
張し、以来、充実を求めてきました。
　また、地域の医療機関との連携で市域全体の質の
向上を目指してきました。

　平成28年第1回定例会が3月25日まで行われ、予算案が可決成立しました。
この定例会では、局別の審査があり、仁田まさとし市議は、医療局・医療局病院経
営本部に関する審査で質疑を行いました。

水道・交通委員会
基地対策特別委員会

横浜市会議員

仁田まさとし 検索

←メルマガの
　登録は
　こちらへ

「個別ぜんそく予報」開始へ ～みなと赤十字病院が導入

■がん検診の充実
　仁田まさとし市議は、医療技術の進歩を捉えな
がら患者負担を軽減するよう検診機能を充実すべ
きと提起しました。
　高橋市民病院長からは、新しい画像診断機器の活
用や新たな検査にも対応し、さらには、一般検診への
対応や土日検診を拡充する旨の答弁がありました。
■国際化への取り組み
　仁田まさとし市議は、来訪する外国人の増加へ
の対応のため、国際化への取組が必要と主張。
　同病院長は、言語や文化の違いを尊重しながら医療を提供できる環境整備を進めるため、国際的な医療
機関としての認証制度（JCI,JMIP など）の取得を目指すことを表明しました。

　建設から約30年が経過し、施設・設備の劣化や狭あい化が著しいことから平成32年度開院を目指し
再整備事業の準備が進められている市民病院について、機能の充実について主張しました。

再整備で充実が期待される市民病院

平成28年第1回定例会
　　 予算特別委員会で質疑
平成28年第1回定例会
　　 予算特別委員会で質疑

地域包括ケアシステムのイメージ図

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
申

し
込
み
の
一
括
受
付
や
施
設
・
住

ま
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
一
元
的

に
集
約
し
、
個
別
相
談
・
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
高
齢
者
施
設
・
住
ま
い
の
相
談

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
な
ど
が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
仕
組
み
で
す
。28
年
度
は
次
の
よ
う

な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

4

　
わ
が
党
が
平
成
10 
年
か
ら
提
案
し
て
き
た

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
ぬ
く
も
り
の
あ
る
中
学
校
昼
食
「
ハ
マ

弁
」
と
し
て
、
28
年
度
中
に
全
市
立
中
学
校

1
4
6
校
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ご
は
ん
・
お
か
ず
・
汁
物
の
3
点
セ
ッ
ト

が
3
9
0
円
で
提
供
さ
れ
ま
す
。ご
は
ん
と

汁
物
は
温
か
い
状
態
で
、
ま
た
、
ご
は
ん
の

量
、
お
か
ず
、
汁
物
、
牛
乳
は
選
択
で
き
る
な

ど
、
食
育
の
視
点
や
個
々
の
生
徒
の
発
達
等

に
対
応
で
き
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
夏
休
み
前
に
10 
校
程
度

の
学
校
で
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
必
要
な
見
直

し
を
行
い
、
29
年
１
月
ま
で

に
は
全
て
の
学
校
で
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
必
要
な
保
育

所
や
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

等
に
よ
り
、
2
千
5
4
3
人
の
受
け
入
れ

枠
を
拡
大
し
ま
す
。

　
ま
た
賃
貸
料
の
補
助
の
一
部
拡
充
や
、

マ
ン
シ
ョ
ン
内
保
育
室
の
整
備
な
ど
、
保

育
所
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

予
算
に
公
明
党
の
主
張
が
大
き
く
反
映
！

予
算
に
公
明
党
の
主
張
が
大
き
く
反
映
！

未
就
学
期
か
ら
学
齢
期

ま
で
の
子
ど
も
子
育
て
支
援

平
成
28
年
度
中
に

全
中
学
校
に
て〈
ハ
マ
弁
〉実
施

平
成
28
年
度
中
に

全
中
学
校
に
て〈
ハ
マ
弁
〉実
施

平成28年度平成28年度

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現

介
護
予
防
に
取
り
組
む
活
動
（
元
気

づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
新
規
立

ち
上
げ
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
介
護
予
防

を
推
進
し
ま
す
。

認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム

を
市
内
に
計
6
か
所
設

置
す
る
こ
と
で
、
早
期

診
断
・
早
期
対
応
に
向

け
た
支
援
体
制
を
強
化

し
ま
す
。地

域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
に
、
新
た
に

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
す

る
な
ど
、
地
域
で
の
生

活
支
援
・
介
護
予
防
の

基
盤
整
備
を
進
め
ま

す
。 23 1

市民病院再整備の計画地

粉塵・花粉気象観測装置横浜市立みなと赤十字病院
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